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極超音速機の遠方でのソニックブーム強度を評価するために必要となる物体近傍場の圧力波形を数値解析からだけ

でなく、風洞実験で得られるデータでも代替可能であるかどうか確かめるため、極超音速高エンタルピー風洞を利用

して実験を行った。 

実験の対象となる模型は、図1に示される回転放物面体である。物体体積による圧力変化だけを考慮するため、模型

は揚力が発生しないよう気流に対して水平に支持されている。模型は模型支持棒によって風洞測定室中心から100mmの

前方で固定した。圧力波形の取得は、静圧孔の開いた静圧プローブを風洞測定室内で模型の軸方向に70mm移動させた。

マッハ７では衝撃波角が小さくなることが予想され測定室の大きさとの兼ね合いから圧力波形の測定は、模型軸から

25mmの位置で行った。 

図2に実験でのシュリーレン写真を示す。図3は圧力測定プローブから取得された圧力波形と数値計算(CFD)から得ら

れた波形を示している。縦軸の圧力上昇値は一様流静圧で無次元しており、横軸は圧力測定プローブの静圧孔の模型

先端から距離を模型長で無次元化した値である。実験において測定された無次元圧力上昇値は数値計算から得られた

結果のおよそ75%である。また先端衝撃波の最大圧力上昇値の位置は両者で6mmのずれがある。実験の結果から、遠方

でのソニックブーム強度を評価に際して入力波形に実験から取得される近傍場波形を用いることが可能であることが

確認された。 

 

図 1 実験模型・スティング・圧力測定プローブ 

 

図 2 シュリーレン写真 

 

図 3 実験と CFD から得られた圧力波形
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